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|アイげ γ ドから仏1 他
す- F 麦 20，157 2，786 
大 麦 1，470 2ρ92 
麦 5，741 16，551 
百十 27，368 21，429 
注)オ ト主=Oa.ts-lOatmeal
大 麦~(アイルヲ γ ド) Barley+Beer 








出所) B. R. Mitchell (ed.)， Ahstract o}‘B門'tishHistorical Statistics， 1962. 
四 94-97.より作成。
1) Kurl Morx. Entwurt eines Vortr.唱団 ?uririschen Froge， gehaltcゴ1im Dcutschcn 
Bild山19svereinfur Arbeit町 inLond叩 am16. Dezember 1867， Jl.1a.rx Engels Werke， 
Bd. 16， S.452 (11867年12用16EI，在戸ンドンードイツ人労冊者教育協会でおこなわれたアイル
ランド問題についての講演の下書きJ ~マルクス・エンゲルス全集』第16巻， 443-444へ.:..:)¥ 
本文第1表に示されるように.1831-40年四10:年間に，イギリスが海外から輸入したオー ト麦の
約10分。9，大査の約5分の2，小麦0)4分。lはアイルランドからのものであるe
アイルラソド農業とイギリス資木主義 (245) 45 































1856 ' 66 ' 76 ' 86 ' 96 1906年
注) 1856. '6年の数宇は推定値 (ComputedValue) 
1876年以降の数字は申告数値 CDeclaredValue) 
出所) B. R. Mitchell (ed.)， ibid.， pp. 298-300 よ
り作成一
給拠点に変貌させたのであった。加えて， 1840年代半ばにアイノレラ γ ドを襲っ
























1847 744 1 2，01 1 333 1 284 1 1，39 1 
'56 ← 215 1 H 164 1 H 144 1 1+1 821 1 1+1 164 1 9，545 
'66 ト 230lH 3371H 36 卜 5511+129811十 459
'76 IH 1791H 213 件 681H 16911判 26011+1 503 
'86 1I→ 50lH 1651H 3911.ー 81 同 2331 H 344 
'96 1.→ 32 ト→ 128 十 91H 9411廿 108 同 171
計 |ト 7061H 1，日71H 1印 1Iー )捌 11+11，0臼 1I刊 均9
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アイノレランドの全農家が販売し， 自家消費した農畜産物価額 (valueof Irish 
CIOpS， live stock a吋 livestock products sold or consumed by the farmers and their 
families in Ireland in the year ended May 31， 1913)のうち 4分の 3以上く76%)
が牛，豚，家禽と羊の畜産関係であり，主に肉用牛生牛，バター等の牛関係の
































































られていて，北アイルヲ YF' Northern Irelandとして分離されたアノレスタ 6










3) 1921年12月6日に調印されたイギリスー アイルラ γ ド条約TheAnglσ-Irish Treatyにもと
づいて， 1922年，アイルヲンドはそれまでの完全に併合されていた状態から (1800年併合法L




アイノレラ γ ド農業とイギリス資本主聾 (251) 51 
ζ うした事情の検討を省略した本稿の分析は幾分不充分性を残すものといえよ
う。と同時に，さらにこの自由国統計にはイギリ λ との貿易統計が含まれてお











況を看取することができる。自由国統計には， 1925年 6月 1日時点じ '26年6
月1日時点における肉牛の年齢別 (1歳未満， 1歳以上で2歳未満 2歳以上で8歳
未満， 3歳以上〕および県別の頭数が記載されている。ある県(例えばダブり Y県















第4表 1925.6. 1^"1926.6. 1までの牛の移動
頭手(lJ 牛1当92りf61の96216歳〕6頭未0満数10牛D 61l〔歳1〉Q2未以6満上1G0牛021頭歳)〔未頭1当92満数り5.牛白 満〈りl1歳9牛の25以(21上6歳9261以2〉歳6上10未130〕頭歳満頭牛未数当 当2(歳1り92以の56上36歳31歳)〕以上頭未10満牛数0 牛頭
Meath 121 Meath 157 Dublin 184 Dublin 92 
Kildare 114 Dublin 149 Meath 175 Meath 92 
1町estmeath 113 Kildare 134 Kildare 161 Ki1da四 88 
Offaly 106 Westmeath 133 Westmeath 131 Westmeath 67 
Carlow 103 Lρuth 127 Louth 117 Offaly 56 
Laoighis 96 Offa;y 110 Longford 110 Mayo 49 
Roscommon 96 Longford 109 O宜aly 96 Galway 45 
Louth 93 Roscommon 108 Wicklow 95 Laoighis 37 
Galway 92 Galway 101 Laoighis 94 Wicklow 37 
We玄ford 90 We玄ford 99 Limerick 91 Lρngford 36 
Kilkenny 90 Sligo 96 Carlow 88 Waterford 35 
Clare 90 Carlow 95 Galway 87 Carlo、v 34 
Longford 87 Wicklow 92 Tipperary 86 Wexford 33 
Monaghan 87 Tipperary 89 Wexford 85 Tipp巴rary 30 
可Vicklow 82 Laoighis 86 Roscommon 78 工ぷ::Juth 29 
Tipperary 82 Kilkenny 83 Mayo 76 Kerry 28 
Waterford 82 Clare 83 Waterford 75 Kilkenny 27 
Mayo 79 Mayo 81 Kilkenny 73 Limerick 25 
Sligo 79 Donegal 76 Kerry 71 Cork 24 
Cavan 78 Waterford 72 Clare 70 Roscommon 24 
Donegal 73 乱1:onaghan 70 Leitrim 70 Clare 23 
Leitrim 71 Cavan 66 Cork 65 Donegal 23 
Cork 70 Lei凶 m 65 S1igo 63 Cavan 22 
Kerry 63 Cork 56 Cavan 53 Leitrim 18 
Limerick 57 Limerick 53 Donegal 52 Monaghan 18 
Duhlin 36 Kerry 45 Monaghan 48 Sligo 15 
26県平均 判明平均 81[時平均 出竺主主 43 
出所) ]. Hooper， Report， inAgガcultun:/lStatist:ics 1847-Z9.26， 1930， p.xix. 
アイルランド農業とイギリス資本主義 (253) 53 
県名を掲げておこう(第4図次頁〕。さらに，フーパァと同じく， 7イノレラ Y ドに
おける牛の生まれる時期を雌認し℃おくのが適切己あろう。ア パァによれば，
アイルランドの子牛の 73%が 3月から 5月にか日て生まれている九そうする
















5) J. Hαper， Report， inAgricul如何1Statist匁cs1847-1926， 1930， pp. xv-xvi フパ
ァの数字は，アイノレラ γ ド自由国を構成する26県の， 1912-13年と1!H7-18年とを半均したもので
ある。なお，北アイルランドとLて分離されたアルスタ 6県を加えた全アイルランド32県に関し
ても， 1917-18年において，子牛の約73%が3-5月に生まれている。 E.]. Riordan， Modern 




する意義はほとんどないのである。 逆に， そうした分類がなされていない点に ζそ， スlア牛
store catt1e (半ば肥育された牛であって， その多〈がイギリスり農場で最終的肥育を受けて市
場に出荷される)を軸とする対共輸出産業として())j'イノレフンド肉牛生産の特徴的性絡が看車で
きるのであるー















































他県から移入している県は Meath，Kildare， Westmeath， Offaly， Carlow， 
Laoighis， Roscommon， Loutb， Galway， Wexford， Kilkenny， Clare， Longford， 
Monaghanの14県，他県に移出しているのは， Limerick， Kerry， Cork， Leit-
rim， Donegalの5県，移出入がほとんどなかったのは， Wicklow， Tipperary， 





次に月齢 0-15カ月のず牛の1925年 6月 1ICから翌年の 6月 1日ま Eの 1年
岡田移動に関し亡は(向上表第2欄)，穆入県として， Meath， Du blin， Kildare~ 
W 品 tmeaLh，Louth， Offaly， Longford， Roscommon， Galwayの9県，移出県
として， Kerry， Limerick， Cork， Leitrim， Cavan， Monaghan， Waterford， 
Donegal， Mayo， Cla日， Kilkenny， Laoighis， Tipperary， v市icklowの14県，





期(6-12月〕にパター の輸出が多くなることに端的に刀くされている o J. Hooper， op. cit.， pp 
XV-XVl 
56 (256) 第 117巻第4号
第 5表 1925.6.1001926.6.1
までの牛の移動
県 名 吋 吋-27カ牛入田移 出月牛入白 出月入牛の移
Dublin O O 
Meath O O O 
Ki1dare O O 。
W 田 tmeath O O O 
Louth O O O 
Longford 。 o O 
。妊aly O 。 ム
Ro日common O O × 
Galway O O × 
Laoighis 。 × × 
Carlow 。 A x 
Wicklow ム × A 
Wexford O A × 
Kilkenny O x x 
Monaghan O × × 
Clare 。 × × 
Cavan ム × x 
Sligo ム ム X 
乱t!ayo ム × × 
Leitrim × × × 
n口negal × × x 
Tipperary ム × X 
Waterford ム × × 
Limerick × × × 
Kerry × X × 
Cork × × X 









アイルランド農業とイギリス資本主義 (257) 57 
さらに，月齢12-27カ月のストア牛の移入県とじて Dublin，Meath， Kil-
dare， Westmeath， Louth， Longfordの6県，移出県として Monaghan，
Donegal， Cavan， Sligo， Cork， Leilri皿， Clare， Ke:ny， Kilkenny， Waterford~ 













肉牛移入地域仏)ー Duhlin， Meath， Kildare， Westmeath， Louth， Longford， 
Offaly， Roscommon， Galway，の 9県からなる東・中央部諸県。
肉牛移出地域(口)・ー Cork， Kerry， Limerick， Waterford， Tipperary， Done. 
gal， Leitrim， Mayo， Sligo， Cavanの10県からなる北西・南西部諸県。
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アイルランド農業とイギリ λ資本主義 (259) 59 
l 地域 I~ 未 ;14上foo戸;ニ
東・中央部 95 98 100 
1 1'; 歳未満牛:~2~'~':Xl日日 中間部 84 91 96 
乳牛19266.1× 北西・南西部 70 71 72 
お県全体| 77 78 81 
東・中央部 86 126 185 
1歳以上 2歳192未6満6牛1 中間部 66 85 116 
2 l歳未満牛i926:6: i X 100 北西・南西部 56 61 90 
26県全体i 66 76 113 
東・中央部 60 112 207 
2歳以上3歳19未26満6牛1 中間部 47 68 119 
l歳以上2歳192未6満6牛1 ×10D 北西・南西部 49 68 108 
26県令体[ 52 79 139 
東・中央部 25 39 101 
中間部 19 23 41 3 歳以上牛~Z.6'';;'. ， 1X 1口0
4 2歳以上3歳19未26満6牛1 北西・南西部 21 23 37 
田県全体! 22 29 66 
出所) Ibid.， pp. 102-117 より作成ー
ここで特に注目されるのは第2欄以下である。乙れまでの検討で， 1926年 6月
1日時点で 1歳以上てZ歳未満になる牛りそれ以前の 1年聞における移動，す


















規模がより小さくなるにつれて， 肉牛の流出程度が大きくなり， 逆に， 農場
規模がより大きくなるにつれて，肉牛の流入程度が大きくなっているといえよ
つ。













階(その多くは12'-15ヵ月令〉の牛は， いわば平均的分布状況， すなわち， 定
9) Agη'cult悶~I 止atistics 1847-1926. p. 90-101 より算出








100 ~ 1100 
出所) Ibid.， pp. 24出ーより作成。
地域に偏在することな4全国的にまんべんなく分布する状況にあるといえる。
こうした C 欄を境にして，それ以外の牛に関しては対照的な状況をみることが
できるo 乳牛(a欄〉と 1歳未満の肉牛 (b欄)の大部分〈およそ60%)が北西・
















域戸7 群 |乱 a 牛I1ヰ桝I~護主主牛 I ~品J
16 
東・中央部
301).上~100未満 35 39 
100以
場|削
21 全 j畢 100 100 
却エーカー未満 l目 21 
制上~1叩未満 149 27 48 41 
中 同 百官
1叩以 上 122 31 
全 民 場 1，叩 100 100 
30エーカー未満 lB 30 
却以上~1叩未満 149 41 
北西・南西部
100以上 120 21 28 




30以上~1∞未満 1 47 
26県全体
1回以 よ 120 21 29 45 
全 凶ドI~ 場 1100 100 100 1口3
出所) Ibid.，山 102-117より作成。










育， 東・中央部諸県における 100=ー カー以上の大規模農場10)に中心的に担わ









司裁を占めているが， Dublin県では 13.1%，Meath県では 10.6%.Kildare県では8.5%.
Westmeath県では5.1%，総じて，束中央部全体では4.4%となっている B これら100ポンド以
上の農場は，県別にみると Dublin県の地方税評価額全体の61.0%. Meath県のそれ0)64.2%





とができない， Leitrim奥-0.3%.Cavan県---0.6%， Donegal県-0.7出， Mayo県-0.8%，

























Fat Cattle Store Cattle Total Cattle注)
1917 404，787 447，531 888，596 
'18 375，388 319，669 719，795 
'19 530，925 224，710 764，316 
官。 452，481 446，155 925，926 
'21 377，080 318，192 768，491 
主竺」 428，132 351，251 813，425 
注) 他の牛と子牛を官む
出所) G. E. Putnam. Sujψlying B門 tain's Meat， 1923， p. 156 




アイルランド農業とイギリス資本主義 (265) 65 
まず，アイノレランドはイギり Rにどの程度の肉午輸出を行っていたのだろう
か。第10表は 1917年から '21年までの 5年間における数値である。平均すると
毎年そのほとんどが FatCatt1e (肥育牛〕と StoreCattle (半ば肥育された肉牛〕
から成るおよそ81万頭の肉牛がアイノレヲン下からイギリスに輸出されている。
ストア牛の輸出が多いことが特徴的事実として注目されるが，この点は後程論






第11表は， アイノレヲ y ド全体 (26県〉で. 1925年 6月 1日時点に 1歳未満，
1歳以上で2歳未満. 2歳以上であった肉牛(1欄〉が， 1年後， すなわち，
それぞれの牛が 1歳以上で 2歳未満， 2歳以上で 3歳未満， 3歳以上 (2欄)に
なるまでに，それぞれの頭数をどう変化させたかを示している。年齢の低い牛




(1) I 1925. 6. 1 I 
1 歳未満 1歳以上2歳未満 2 歳以上
919，467 771，327 1，008，526 
恒:) I 1926. 6. 1 I 
1歳以上2歳未満 2歳以上3歳未満l 3 歳以上
746，614 669，758 298，28~ 
(叫 (2) 172，853 101，569 710，238 
率 19% 13% 70% 
出所) Agricultural品att"stics1847-1926. 1930， pp. 24-25 より作成。






。無論， アイノレラ γ ド肉牛がアイノレラ γ ドで屠殺され， かつまたアイノレランド
で消費されるということが皆無であったということではない。ともあれ，アイ
ノレヲンドで生産される肉牛o大部分がイギリス食肉市場に供給されたのであっ
て， E J. Riordanによれば， 1913年アイノレラソドの農場が販売した肉牛は約
110万頭であったが， うち 25万頭がアイノレランドで屠殺きれただけであって，















1) E.]. Riordan， op. cit.， p， 67 
第 7 図
12) G. E. Putnam， Supplying Britain's Meat， 1923， pp. 32-33. 
。
ロンドン









パーカンヘッ lごから汽車でロ Y ドYのスミスフィ ノレド Smith五eldにある世
界最大の食肉卸売り市場まで運ぶのである。かれらはまた，時に，アイノレラ γ



















食肉種類 国内生産 海外輸入 総 量
牛肉 Beef，Veal 
、、ー
650 56:O 53.2 570 |L2207ぷ21
羊肉 Mut叫Lambl 18.1 310 520219TZ¥P¥O、O 
fl~内 Pig M白 t 3叩 25.9¥¥〉 330 630 26s 
100.0 
ムロ 計 1 1，1印¥剖，~~ 10日O 1，210 | 元首2152，370 100~ 
出所) G. E. Putnam， op. cit.， pp. 162-163 より作成a
は 51.5%に当る 122万ト γであった〈第12表〕。すでに第l図で示されていたよ
うに，産業革命を経たイギりスは海外からの食肉輸入を急激に増大させ続けて

















13) 1るid..pp. 16-26 
アイルラγ ド農業とイギリス資本主義 (269) 69 
第13表連合王国の牛の頭数 1921. 6 (単位100C頭)
17-1 )1.-:，7"/1'' I 在!JIアイノレヲ γ ド 大プリテン 連合王国全体
乳牛と未経産牛 Cowsand Heifers I 1，631 σ6) %1 2，944 1 4，575 (10日)%
注2) I 
肉牛を中心とした他の牛 OtherCatt1e I 3，56渇 (49) 1 孔715 1 7，281 (10日〕
全 体 |丘町 6.660 1開 7
注1) England， Scotland， Wale~ 
注2) Bullsを含む


















14) E. J. Riordan. op. cit. p. 67 
15) G. E. Put四国.ot. cit.， p. 31 



















配のもとで， アイノレラ y ド工業
第14表 アイルランド工業
〔生産額100万ポンド以上 1907年〉
由1 門 生産額(;) 
麻工業関係 13，846，000 
ピ ノレ醸造業関係 5，849，000 
建 築 業 1，891，000 
ウイスキー製造業 1，419，000 
シャツ，カラ，カフス 1，041，000 













る」と述べている o M. J. Bonn， Modern L何landand Her Agrarian Pr品，lem，translated 
from the German by T. Rolleston， 1906， p. 41 
11) アイルヲソドの産業構造全体のそノカルチ z ア的状況については，よち一層綿密な検討が必要ノ














18) アイルランドは， Iイギリスのファーマ が太らせるストア牛を供給する牧場の地位に」追い
やられた。 JournalDepartment of Agriculture， December. 1903， p. 198，. qUDted In M. J 
下I.0nn，ot. cit.， p_ 58 
